
議 案３ 

１ 令和 2 年度 基本運営方針について 

 各企業におけるスポーツに対する考え方については、依然として厳しいものがあります。 

そのため、京都府実連の役員全員が一致協力するとともに、厳しい社会情勢を念頭におきなが

ら、登録チームとの連携をより一層強めることにより、京都府実連の充実・発展に努めること

とします。 

 また、令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各種大会やイベントが

自粛されており、京都府実連としても他団体等の状況を見て、しばらくの間、大会の開催を慎

重に検討していきたいと考えております。 

 

（１） 組織について 

① 加盟チームと役員が一体となり、組織の充実・強化を図ります。 

② 加盟チームから各 1 名以上の役員（委員）の選出を義務付けます。 

また、審判員育成が急務であり、各チームから審判員の選出をしてもらいます。 

③ 各専門委員会の活性化に努めます。 

④ 京都府実連のホームページの活用に努め、チーム及びファンの方々との情報共有化を図

ることに努めます。 

⑤ 個人及び登録チームへの啓蒙活動の推進に努めます。 

 

（２） 加盟チーム（普及・強化）について 

① 加盟チーム数については、全国的には依然として減少傾向にあり、京都府実連としての

組織存続のため、危機感をもって上部団体とも普及策について対応します。現在、登録

規定も「実業団連盟」への「登録資格」が、従来の企業の枠組みにとらわれることなく、

新規登録ができる状況にあります。京都府実連では、登録チームが増加するように努め

ており、今後もより一層の PR に努め、加盟チームの維持・増加に向けて更なる努力を

続けていきます。 

② 京都府実連において、上部団体と協力し、全国大会・近畿大会でも活躍してもらえるチ

ームづくりの一助として、各種講習会の開催や周知を図っていきます。 

 

（３） 競技大会について 

①  京都府実連独自大会（春季大会・秋季大会・王座決定戦）及び全日本 9 人制実業団選

手権予選会においては、加盟チームと役員がより一層の連携を図り、より参加しやすく

盛り上がる大会となるように努めていきます。 

 また、大会運営につきましては、実連の公認審判員の高年齢化等に伴い、審判員が不

足しております。そのため、今後も大会運営及び審判員育成の観点から、京都府実連独

自大会においては、各チームから補助役員とともに副審及び記録員を出してもらうよう

にお願いします。 

②  春季大会・秋季大会においては、春季・秋季大会の試合結果を基にするランキングを

導入し、上位クラスと下位クラスのチーム数を確保したクラス分けを行う大会を実施し

ます。また、今年度も滋賀県実連の登録チームを継続して受け入れた大会を実施します。 

なお、春季大会は、近畿実連杯争奪 9 人制男子優勝大会への予選会を兼ね、全日本実

業団選手権大会に出場するチームを除いた、ランキングの上位チームの推薦を行います。 

 女子の登録チームについては、チーム数の確保ができず、開催できない場合は、女子



実連登録チームに対して、実連主催大会（他府県実連大会・近畿女子オープンも含む）

に参加したチームに限り、その参加料の一部を年間の上限を決めて補助します。  

③  チームからの要望もあり、昨年度から春季・秋季にマスターズオープン大会を開催し

ており、今年度もマスターズクラスの交流や楽しむバレーの普及に努める大会にします。     

④  王座決定戦については、近畿各府県実連の協力を得て、全国大会出場クラスのチーム

等がオープン参加できる大会として今年度も実施します。 

また、他府県のチームを含め、出来る限り多くチームの参加ができるように努めます。 

⑤  京都府実連が主管する近畿実連の主催大会は、近畿実連 6 人制リーグ優勝大会（天皇

杯近畿実連代表予選会）を 5 月 17 日に府立丹波自然公園体育館で開催します。 

 また、近畿実連が後援、京都府実連と滋賀県実連が主管して、近畿女子オープン大会

を 4 月 29 日と 11 月 3 日に日新電機体育館（予定）において開催します。 

 なお、近畿女子オープン大会への参加チームも少なくなっており、中断も視野に入れ

た今後の在り方を検討します。 

（４） 財政について 

前年度同様にボールメーカーと協賛して、大会使用ボールを廉価で提供してもらえるよう

な取組を行うなど、経費削減の努力を続けることは勿論のこと、加盟各チームのご理解・ご

協力を得ながら、財政の健全化に向けて一層の取組を進めていきます。  

 

２ 令和 2 年度事業計画について 

 令和２年度基本運営方針に基づき、各委員会活動における積極的な取組を実施し、組織の

充実・強化を図り、以下の事業を実施します。 

 

【競技大会】 

◇ 京都府実業団連盟関係 

  大 会 名 開催日 場 所 

１ 京都府実業団連盟 春季マスターズオープン大会 4 月 19 日 府立丹波自然公園体育館 

２ 京都府実業団連盟 春季大会（全クラス） 4 月 26 日 府立丹波自然公園体育館 

３ 板原杯兼全日本 9 人制実業団選手権 京都府予選会 5 月 10 日 府立丹波自然公園体育館 

４ 京都府実業団連盟 秋季大会（全クラス） 10 月 4 日 三菱自動車体育館 

５ 京都府実業団連盟 秋季マスターズオープン大会 10 月 18 日 府立丹波自然公園体育館 

６ 京都府実連王座決定戦オープン大会 2 月 28 日 府立丹波自然公園体育館 

◇ 近畿実業団連盟関係 

・近畿実連 6 人制リーグ優勝大会（天皇杯近畿実連代表予選会） 5 月 17 日  府立丹波自然公園体育館 

・第 23 回近畿実連女子オープン大会(滋賀実連共催)   4 月 29 日  日新電機体育館（予定） 

・第 24 回近畿実連女子オープン大会(滋賀実連共催)   11 月 3 日  日新電機体育館（予定） 

【講習会】 

 ・審判講習会   （未 定） 

 ・指導強化講習会 （未 定） 

 

【会 議】 

◇ 近畿実業団連盟関係  理事会     令和 2 年 4 月 25 日  延期（日時未定） 

◇ 日本実業団連盟関係  総 会     令和 2 年 4 月 18 日  延期（日時未定） 



（１）競技委員会 

① 年間競技日程の作成・調整 

 近畿実連・京都府協会の競技委員として、競技委員会会議に出席、日程の検討及び調整、

大会会場の確保等を行います。 

② 大会運営 

 京都府実連及び近畿実連大会の競技要項作成並びに大会運営を行います。また京都府協

会直轄大会の運営に携わります。 

 

（１） 審判委員会 

① 審判員の資質向上の取組 

日本実連，京都協会等の審判講習会及び審判員強化事業等に参加します。 

日本実連審判講習会及び審判員強化事業は調整中 

② 各種競技大会への審判員派遣 

 京都府協会主催の各種大会や全国大会・近畿大会等へ審判員を派遣します。 

③ 審判員の積極的な養成 

連盟登録チーム内の公認審判員を育成します。 

 

（２） 総務委員会 

① ホームページの運営 

大会情報など迅速にアップしていきます。 

② 他団体との連絡調整 

京都府協会の直轄大会や会議へ出席します。 

 

（３） 普及強化委員会 

① 公認指導員の資格取得 

登録チーム内に公認指導員の資格保有者が確保できるよう講習会等の案内をします。 

② 登録チームの普及強化 

全国実業団バレーボール指導者研修会等の各種指導者養成講習会の案内をします。 

 

（５）事業委員会 

京都府協会事業（2020/2021V・リーグ女子京都大会、ファイナル 8 京都女子大会）に参 

画します。 

 


